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釧路丹頂農協青年部 通常総会
～安全・安心な生乳生産に努め、農業の魅力を発信!!～

三
月
十
七
日
、
本
所
で
第
十
一

回
釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

石
黒
隆
行
部
長
は
、「
昨
年
は
、

低
温
や
台
風
に
よ
る
影
響
等
で
、

生
乳
生
産
の
低
下
が
顕
著
で
し
た

が
、
今
後
も
牛
の
体
調
管
理
に
は

十
分
注
意
し
て
参
り
た
い
。
私
達

青
年
部
は
、
現
状
を
見
極
め
、
求

め
ら
れ
て
い
る
事
を
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
消
費
者
の
皆
様
が
い
る
事
を

忘
れ
ず
安
全
安
心
な
生
乳
生
産
に

努
め
、
消
費
拡
大
を
通
じ
て
農
業

の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
参

り
た
い
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
北
村
澄

男
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
八
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
他
、

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で

は
、
新
部
長
に
對
木
賢
雅
さ
ん
が

選
任
さ
れ
、
新
体
制
は
上
記
の
表

の
と
お
り
決
定
し
、
総
会
は
盛
会

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

ＪＡ青年部新役員
部　長 對　木　賢　雅 音白
副部長 松　下　雅　幸 鶴居
〃 東　　　直　紘 音白

理　事 菱　沼　恭　平 鶴居
〃 吉　田　晃　博 鶴居
〃 大　坂　隼　人 音白

監　事 佐　藤　幸　一 鶴居
〃 伊　深　祐　樹 音白

北村澄男議長（中央）

後列左から、大坂理事、伊深監事、菱沼理事、佐藤監事
前列左から、松下副部長、對木部長、東副部長
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釧路丹頂農協女性部 通常総会
～女性部員間の一層の団結、フレッシュミズの育成～

三
月
二
十
四
日
、
本
所
で
第
十

一
回
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
部
長
は
、「
平
成
28

年
度
事
業
は
、
当
女
性
部
10
周
年

記
念
交
流
会
や
釧
路
地
区
女
性
協

議
会
設
立
60
周
年
記
念
式
典
等
大

変
意
義
の
あ
る
活
動
内
容
で
し
た
。

新
年
度
が
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
皆
様
方
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動

し
て
参
り
た
い
。
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

議
長
は
、
白
糠
支
部
の
中
田
フ

ジ
子
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
他
、

全
議
案
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
選
で
は
、
新

部
長
に
成
田
洋
子
さ

ん
が
選
任
さ
れ
、
新

体
制
は
上
記
の
表
の

と
お
り
決
定
し
、
総

会
は
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

ＪＡ女性部新役員
部　長 成　田　洋　子 音別
副部長 舘　山　順　子 鶴居
〃 武　藤　和　江 幌呂
〃 對　木　美由紀 白糠

理　事 秋　里　香　織 鶴居
〃 長　尾　朋　子 鶴居
〃 塩　越　久　枝 幌呂
〃 渋　谷　幸　子 白糠
〃 岩　田　登美子 白糠
〃 菅　原　晴　美 音別

監　事 吉　田　鈴　子 幌呂
〃 村　上　明　子 音別

2
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三
月
十
七
日
、
本
所
で
第
十
一
回
釧
路
丹

頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
瀧
澤
一
成
会
長
が
挨
拶

し
、「
今
年
も
部
員
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
、

共
進
会
等
を
通
し
て
学
び
、
乳
牛
改
良
に
力

を
入
れ
て
参
り
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
長
は
、
西
部
支
部
の
石
黒
隆
行
さ
ん
が

務
め
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
等

に
つ
い
て
協
議
し
議
案
は
全
件
承
認
さ
れ
、

総
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

三
月
十
日
、
釧
路
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
60

「
９
４
６
運
動
」
酪
農
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
、
管
内
の
酪
農
家
及
び
各
関
係

機
関
か
ら
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

釧
路
農
協
連
牧
野
恵
亮
氏
か
ら 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
デ
イ
リ
ー
運
動
実
施
報

告
、
北
海
道
釧
路
家
畜
保
健
衛
生
所 

横
井
佳
寿
美
氏
よ
り
「
家
畜
衛
生
の
現
状

と
家
畜
防
疫
に
つ
い
て
」、
北
海
道
大
学

大
学
院
農
学
研
究
院
清
水
池
義
治
氏
よ

り
「
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の

役
割
、
見
直
し
に
係
る
今
後
の
論
点
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
大
変
意
義

の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
八
日
、
釧
路
市
内
の
ホ
テ
ル
で

北
海
道
信
連
釧
路
支
所
主
催
の
根
釧
地

区
Ｊ
Ａ
窓
口
セ
ー
ル
ス
コ
ン
ク
ー
ル
予

選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
Ｊ
Ａ
か
ら
11
名
が
参
加
し
、「
年

金
指
定
替
え
」
と
「
純
新
規
」
の
二
部

門
で
、「
情
報
収
集
力
や
提
案
力
」
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
者
の
表
現
力
や
接
客

態
度
な
ど
を
審
査
し
、
当
Ｊ
Ａ
の
八
木

優
紀
職
員
（
本
所
）
が
純
新
規
部
門
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
、
五
月
に
札
幌
で
開

催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
へ
向
け
日
々
接
客
力
に
磨
き
を
か

け
、
本
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

表彰状を手に笑顔の八木職員

3
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窓
口
セ
ー
ル
ス
コ
ン
ク
ー
ル

八
木
職
員
優
秀
賞
受
賞
！！



新採用職員の紹介

■所属部署／幌呂支所　牧場課　幌呂育成牧場係
■年　　齢／１９歳
■出 身 地／幕別町
■�出 身 校／ＪＡカレッジ （Ｈ２９年卒）
■趣　　味／�スポーツ全般、スポーツ鑑賞
■特　　技／サッカー

山
やま

岸
ぎし

教
きょう

平
へい

■組合員の皆さんへ一言
私は今まで鶴居村にはほとんど来た
ことがなく、鶴居村についてわから
ない事が多いですが、一年間農協学
校で学んできた事を活かし、皆さん
のご期待に応えられるように頑張っ
ていきますのでよろしくお願い致し
ます。

■所属部署／営農部　営農課　営農係
■年　　齢／19歳
■出 身 地／標茶町
■�出 身 校／�ＪＡカレッジ （Ｈ２9年卒）
■趣　　味／�空手、映画鑑賞
■特　　技／空手

西
にし

塚
づか

悠
ゆう

人
と

■組合員の皆さんへ一言
今年からＪＡくしろ丹頂で働くこと
になりました西塚悠人です。未熟者
ではありますが、組合員の皆様のた
めに一生懸命頑張りますので、よろ
しくお願い致します。

■所属部署／幌呂支所　家畜改良課　家畜改良係
■年　　齢／２２歳
■出 身 地／東京都
■�出 身 校／�日本獣医生命科学大学（Ｈ２９年卒）
■趣　　味／�これから見つけたいと思います
■特　　技／特になし

辻
つじ

田
た

泰
たい

貴
き

■組合員の皆さんへ一言
大学では繁殖学を学びました。右も
左もわからない新参者ではあります
が、組合員の皆様のお力に少しでも
なれるよう一生懸命精進して参る所
存です。ご指導ご鞭撻の程よろしく
お願い申し上げます。

■所属部署／購買部　燃料課　鶴居給油所係
■年　　齢／１８歳
■出 身 地／釧路市
■�出 身 校／�釧路北陽高校 （Ｈ２９年卒）
■趣　　味／�ギター演奏、キャンピング
■特　　技／ギター演奏

山
やま

田
だ

兼
けん

也
や

■組合員の皆さんへ一言
指示待ちの人間ではなく、自ら積極
的に行動し、一日でも早く仕事を覚
えられるように誠心誠意頑張ります。
未熟で至らない点は多々ありますが、
御指導の程宜しくお願い致します。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の

排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

平
成
28
年
度
産
の
飼
料
用
と
う
も

ろ
こ
し
（
以
下
、
と
う
も
ろ
し
）
は
、

6
月
の
低
温
日
照
不
足
や
8
月
中
下

旬
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
平
年
比

69
％
と
大
き
く
減
収
し
ま
し
た
（
図

１
）。そ

こ
で
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、

以
下
の
調
査
を
行
い
、
減
収
の
要
因

解
析
と
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。

1　
根
株
の
調
査
結
果
と対策

に
つ
い
て

と
う
も
ろ
こ
し
の
根
張
り
に
着
目

し
、
収
穫
直
後
の
根
株
を
抜
取
り
、

乾
物
重
量
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
根
株
の
乾
物
重
量
が
重
い
ほ

ど
、
生
総
重
が
重
い
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
（
図
２
）。

ま
た
、
滞
水
ほ
場
で
は
、
明
ら
か

に
一
株
の
重
量
が
軽
か
っ
た(

写
真

一
）
こ
と
か
ら
排
水
性
改
善
が
安
定

収
量
に
向
け
た
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。

2　
サ
ブ
ソ
イ
ラ
に
よ
る
排
水
改
善

と
う
も
ろ
こ
し
畑
で
は
、
プ
ラ
ウ

や
ロ
ー
タ
リ
ー
に
よ
る
耕
起
で
下
層

土
が
練
り
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
大
型
の

機
械
に
よ
る
踏
圧
で
硬
く
締
ま
っ
た

土
層
が
で
き
る
こ
と
で
、
硬
盤
層
を

形
成
し
ま
す
（
図
３
）。

そ
の
結
果
、
下
層
ま
で
根
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
ず
、
大
雨
が
降
る
と

作
土
層
は
滞
水
し
、
少
雨
の
と
き
に

は
、
地
下
水
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
な
ど
で
硬
盤

層
を
破
砕
す
る
こ
と
で
、
と
う
も
ろ

こ
し
は
健
全
な
根
を
下
層
ま
で
大
き

く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
収
量
の
安

定
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

3
サ
ブ
ソ
イ
ラ
施
工
の
留
意
点

施
工
作
業
は
畑
土
壌
が
十
分
に
乾

燥
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
畑
の

表
土
が
乾
い
て
い
た
ら
、
手
で
土
を

掘
り
取
っ
て
握
り
、手
を
開
い
て「
水

滴
が
た
れ
ず
、
土
が
２
，
３
個
の
塊

に
崩
れ
る
」
程
度
な
ら
施
工
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
さ
れ
ま
す
（
図
４
）。

詳
し
く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
！

（
平
成
29
年
3
月
作
成
）
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y=109.34x + 1966.6
R2=0.6366

囲みの中は、
滞水が見られたほ場。

図１　平成28年度 中西部支所収量

図２　根の乾物重量と生総重の関係

写真１　左高収量と右低収量の根株

図３　硬盤層の影響について
図４　�施工タイミン

グ判断方法

硬盤層があると、どうなるか

5

5

生収量：5,186kg
乾物重：22g

生収量：2,424kg
乾物重：8g

左株が砂質土壌のほ場で株が大きい。
右株が収穫時に滞水していたほ場。



6

6
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

３
月
に
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行

空
間
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
当
選
者
の
発
表
や
冬
季
ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
の
カ
ー
リ
ン
グ
日
本
代
表
『
ロ
コ
・
ソ

ラ
ー
レ
』
の
本
橋
選
手
・
吉
田
（
知
那
美
）
選

手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
サ
イ
ン
色
紙
等
の

当
た
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
来
場
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
を

投
稿
し
て
も
ら
う
等
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
Ｐ
Ｒ
に
取
組
み
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
は
、

新
た
な
販
路
開
拓

に
向
け
国
内
の
食
品
に
携
わ
る

バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
に
し
た
「
第

11
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会
」

（
３
月
７
、８
日
開
催
、Ｊ
Ａ
全
農
な
ど
主
催
）

に
出
展
し
ま
し
た
。
て
ん
さ
い
糖
や
乳
製
品
、

北
海
道
米
、
小
袋
豆
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
し
た

ほ
か
、
新
た
に
商
品
化
し
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
の

乾
燥
玄
米
入
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
な
ど
を
試
食
提

供
し
、
北
海
道
の
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
や

加
工
食
品
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
と
「
が
ん
」
に
関
す

る
情
報
提
供
に
つ
い
て
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
で
啓
発
行
事
が
行
わ

れ
た
「
世
界
が
ん
デ
ー（
２
月
４
日
）」
に
合
わ

せ
、
チ
ラ
シ
や
告
知
資
材
を
作
成
し
、
組
合
員

や
地
域
の
皆
さ
ま
に
「
が
ん
」
の
正
し
い
知
識

な
ど
情
報
提
供
す
る
と
共
に
、「
が
ん
共
済
」「
医

療
共
済
」
の
推
進
活
動
に

も
活
用
し
ま
す
。

※�

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

【
旭
川
厚
生
病
院
で

�

「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と

し
て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、

検
査
結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届

け
し
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

（
電
話
０
１
６
６‐

３
３-

７
１
７
１
（内）
２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

札
幌
市
内
で
、
高
校
卒
業
を
控

え
た
児
童
養
護
施
設
の
生
徒
向
け

に
、
調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
「
興

正
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
共
催
の
こ
の

取
組
み
は
、
高
校
卒
業
後
、
施
設
か
ら
巣
立
つ

生
徒
に
規
則
正
し
く
健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

札
幌
消
費
者
協
会
「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
」
吉

田
講
師
か
ら
の
「
食
」
や
「
栄
養
」
に
関
す
る

座
学
、
乳
製
品
を
使
っ
た
調
理
実

習
体
験
に
参
加
し
た
生
徒
は
「
自

分
で
作
る
と
美
味
し
い
、
今
後
も

し
っ
か
り
自
炊
し
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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理　事　会　報　告
３月定例理事会　平成29年3月30日（木）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．自己査定結果について
６．役員報酬審議会の結果について
７．経営定期点検の実施結果について
８．離農農家の延滞債権の回収について
９．平成２８年度事業報告及び決算概要について
10．平成２８年度内部監査の業務活動報告について
11．�流動性カバレッジ比率算出にかかる要領の制定について
12．�内部統制(コンプライアンス･プログラム含む。)
及びリスク管理に係る取組状況について

13．鶴居村育英協会の解散について
付議事項�
議案第１号　�平成２９年度（第１２年度）事業計画の設定

について
議案第２号　平成２９年度諸利率・料率の設定について
議案第３号　貸付金の利率の最高限度について
議案第４号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第５号　理事に対する資金の貸付について

議案第６号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第７号　�特定組合員に係る特別運用基準の対象組

合員について
議案第８号　平成２９年度の余裕金運用について
議案第９号　�平成２９年度コンプライアンス・プログラ

ムの設定について
議案第10号　�北海道農業信用基金協会に対する出資

増口について
議案第11号　融資の承認について
議案第12号　固定資産の取得について
議案第13号　農業委員会委員の選任について
議案第14号　�第１１回通常総会の招集および提出議案について
議案第15号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第16号　�全国農業協同組合連合会が行う農業経営

事業に関する同意について
議案第17号　諸規程等の制定について
議案第18号　諸規程等の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�

１．春季地区別懇談会の開催について
２．当面の業務日程について

■平成28年度 　生乳生産実績（3月）
月計乳量（kg） 3月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,426,752.2 95.2 100,378,026.5 98.2
鶴 居 地 区 2,926,861.6 99.7 34,560,787.5 99.4
幌 呂 地 区 2,295,635.7 95.8 26,884,858.4 99.9
白 糠 地 区 1,746,008.1 94.0 20,784,520.6 96.5
音 別 地 区 1,458,246.8 87.7 18,147,860.0 95.4

管 内 計 44,530,415.1 97.1 531,971,543.5 99.6
（前年度管内計） 45,868,988.2 533,896,149.0

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ チャレンジ60「９４６運動」酪農シンポジウムに出席し、運動の一つと位置づけ
られているWelcomeデイリー運動の実施報告を受けました。この運動は、労働力
や担い手（新規就農、就業者）確保のため、釧路管内のＪＡや各関係機関が連携
し、就農相談会や学校訪問、酪農体験ツアーなどを継続して実施しているもので
す。今後も釧路管内が一体となった就農受入体制、人材確保へ向けた取り組みの
継続、強化が急務です。

大 変 お 世 話 に な り ま し た 。
この度、平成29年３月31日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年退職致し

ました。
昭和50年９月に、旧幌呂農業協同組合に入組以来、41年６ヶ月の長きにわたり勤
めることが出来ました。組合員の皆様、役職員、関係機関各位様には公私にわたり
ご指導、ご支援を賜り心より感謝とお礼を申し上げます。
業務を通じて多くの人と接することが出来たことが私の財産となっております。
最後に釧路丹頂農業協同組合の益々の発展と、組合員並びに役職員皆様のご健勝
とご多幸をお祈り申し上げ、お礼の挨拶とさせて頂きます。
長い間、大変お世話になりありがとうございました。

浜 名 意 也
幌呂支所牧場課
幌呂育成牧場係


